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草
木
地
区
に
あ
る 
正 

し
ょ
う 

盛  
院 
を
友
人
と
二

せ
い 
い
ん

人
で
訪
れ
、
町
指
定
文
化
財
「
正
盛
院
仁

王
門
」
を
見
た
。

石
畳
の
参
道
を
登
り
き
っ
た
場
所
に
建

つ
、
木
造
瓦
葺
切
妻
造
の
「
仁
王
門
」。
寺

院
の
建
物
を
守
る
神
、
金
剛
力
士
�
仁
王
�

一
対
が
左
右
に
安
置
さ
れ
る
門
を
「
仁
王

門
」
と
呼
ぶ
。

「
太
い
柱
は
、
柱
組
み
が
頑
丈
で
解
体

で
き
な
く
て
、
草
木
地
区
の
力
自
慢
が
肩

に
担
い
で
、
今
の
場
所
に
運
ん
で
き
た
と
、

先
代
の
住
職
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
」
と

正
盛
院
住
職
が
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

仁
王
門
は
、宝
暦
二（
一
七
五
二
）年
、正

盛
院
の
末
寺
「
竜
光
寺
（
草
木
小
学
校
西

付
近
に
あ
っ
た
）」に
建
立
さ
れ
た
記
録
が

残
る
。
明
治
十
四
年
竜
光
寺
が
廃
寺
と
な

り
、
翌
年
、
村
自
慢
の
「
仁
王
門
と
仁
王

像
」
を
手
放
し
た
く
な
い
思
い
か
ら
、
草

木
の
村
人
総
出
で
解
体
す
る
こ
と
な
く
、

正
盛
院
の
現
在
の
場
所
に
移
す
。

横
の
長
さ
が
三
間
（
五
・
四
六
メ
ー
ト

ル
）。
左
右
に
二
本
ず
つ
太
い
柱
が
立
ち
、

そ
の
奥
は
仁
王
像
が
安
置
さ
れ
る
部
屋
が

設
け
ら
れ
、
真
ん
中
は
境
内
入
り
口
と
な

る
空
間
。
部
屋
の
中
で
は
、
目
を
見
開
き
、

大
き
く
口
を
開
け
た
仁
王
と
、
固
く
口
を

結
ん
だ
仁
王
の
二
体
の
像
が
阿
吽
（
あ
う

ん
）
の
呼
吸
で
門
番
を
務
め
る
。

正
盛
院
仁
王
門
は
、
阿
久
比
町
が
昭
和

五
十
五
年
、
文
化
財
「
第
一
号
」
に
指
定

し
た
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
。
そ
の
両
脇
に

納
ま
る
二
体
の
仁
王
像
（
室
町
時
代
初
期

の
作
と
推
定
。
竜
光
寺
建
立
時
に
京
都
か

ら
下
る
）
も
町
指
定
文
化
財
。

年
輪
を
重
ね
た
木
造
の
門
を
森
の「
木
」

と
勘
違
い
し
た
の
か
、
セ
ミ
た
ち
の
抜
け

殻
が
柱
や
軒
先
に
張
り
付
く
。
大
正
九
年

に
地
元
大
工
に
よ
り
補
修
さ
れ
た
「
門
」

も
、
年
月
が
経
過
し
て
所
々
傷
み
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

力
自
慢
の
人
た
ち
が
、
解
体
せ
ず
に
運

ん
で
き
た
と
い
う「
仁
王
門
」。
ど
っ
し
り

と
腰
を
下
ろ
す
姿
に
は
風
格
が
あ
り
、 
緻 ち

 
密 
な
骨
組
み
や
瓦
の
葺
き
方
な
ど
か
ら
、

み
つ人

々
の
力
が
加
わ
っ
た
息
吹
が
感
じ
ら
れ

る
。「

君
、�
き
ゃ
し
ゃ
な
�
体
だ
け
ど
、
柱

を
担
ぐ
の
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
ら
ど
う
す
る
？
」
と
私
が
友
人
に
聞
く
。

「
も
ち
ろ
ん
手
伝
い
ま
す
よ
。
最
近
、
我

が
子
を
お
ん
ぶ
し
て
、
体
鍛
え
て
ま
す
か

ら
」。子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
ま
で
は
、「 
箸 はし

よ
り
重
い
も
の
は
持
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
自
慢
し
て
い
た
友
人
だ
っ
た
が
…
。

参
道
を
下
る
。
木
々
の
葉
っ
ぱ
が
色
づ

き
始
め
た
。
少
し
早
い
、
紅
葉
狩
り
を
楽

し
む
。
仁
王
門
の
屋
根
に
は
イ
チ
ョ
ウ
の

葉
が
積
も
り
始
め
て
い
た
。

仁王門正面

桐の紋入りの鬼瓦がのる屋根
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